
INDEX　
サン・グロリアのコーラス練習（９月１日撮影：中央公民館）

2017

No.989
みんなでうたおう「大和高田市歌」 ❶～❷　平成30年度こども園・幼稚園・保育所募集要項 ❸～❹　まちの話題 ❺　

「男女共同参画をテーマにした“ショートレター”」募集 ❻　トラクター等を使用した後のお願い ❼　
市町村と県との「不動産合同公売」の実施 ❽　いま、市立病院では ❾　人権シリーズ ❿　消費生活センターから ⓫　
BOOKサロン ⓬　各種相談 ⓭

大和高田市新庁舎建設基本構想　シビックコア周辺地区まちづくりワークショップ参加者募集 ❸　
「大和高田市ごみ減量大作戦」 ❹　定例市議会 ❺～❼　屋外広告物適正化月間 ❽　いま、市立病院では ❾　
人権シリーズ ❿　消費生活センターから ⓫　BOOKサロン ⓬　各種相談 ⓭

10



　
「
市
歌
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
成
人
祝
賀
式
で
、コ
ー
ラ
ス
団
体
が「
市
歌
」を
披
露
し
た
と
き
、「
そ
ん
な
歌
が
あ
る
ん
だ
」

「
知
ら
な
か
っ
た
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。市
内
に
住
ん
で
い
て
も
、「
市
歌
」の
存
在
を
知

ら
な
い
人
が
意
外
と
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
市
歌
」は
、こ
の
ま
ち
の「
こ
こ
ろ
」、「
す
が
た
」、「
ね
が
い
」で
あ
り
、「
進
む
べ
き
道
」を
表

現
し
た
も
の
と
し
て
、作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
市
歌
」に
つ
い
て
、見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■「
市
歌
」作
成
の
時
代
背
景

　
１
９
６
０
年
代
か
ら
１
９
７
０
年
代
に
か

け
て
、日
本
全
国
で
多
く
の
市
町
村
歌
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
時
代
の
世
相
を
反
映

し
た
、明
る
い
曲
調
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で

大
和
高
田
市
歌

作
詞　
橋
本
竹
茂

作
曲　
岡
本
幸
子

編
曲　
高
橋　
城

　

	１
．青
垣
の　
朝
の
あ
か
ね
に

　

 

手
を
ふ
れ
ば　
い
の
ち
あ
ふ
れ
て

　

 

商
工
の　
旗
照
り
映
え
る

　

 　
た
か
だ　
高
田　
大
和
高
田

　

 　
光
あ
り　
こ
の
名
、わ
が
ま
ち

　

 

き
ょ
う
も
往ゆ

く　
ち
か
ら
の
限
り
。

２
．春
、さ
く
ら　
秋
、さ
ざ
ん
か
を

　

 

愛
し
み
て　
は
ぐ
く
む
土
に

　

 

花
ひ
ら
く　
文
化
と
歴
史

　

 　
た
か
だ　
高
田　
大
和
高
田

　

 　
香
り
あ
り　
こ
の
名
、わ
が
ま
ち

　

 

と
も
に
呼
ぶ　
理
想
の
風
を
。

３
．か
つ
ら
ぎ
の　
嶺み

ね
に
誓
え
ば

　
 

自
治
の
歌　
明
る
く
響
き

　

 
幸
き
ず
く　
道
は
ひ
と
す
じ

　

 　
た
か
だ　
高
田　
大
和
高
田

　

 　
誇
り
あ
り　
こ
の
名
、わ
が
ま
ち

　

 

あ
す
へ
皆　
進
む
足
音
。

　

 

あ
す
へ
皆　
進
む
足
音
。

■
歌
詞
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う

第
１
節

　

青
垣
山
に
か
こ
ま
れ
た
、中
和
の
商
工
都

市
、大
和
高
田
の
生
命
力
に
満
ち
た
、あ
か

ね
輝
く
朝
の
出
発
を
、感
激
や
意
欲
や
喜
び

で
歌
い
あ
げ
て
い
ま
す
。

第
２
節

　

春
に
は
桜
、秋
に
は
さ
ざ
ん
か（
市
の
木
）

を
い
つ
く
し
む
生
活
の
中
で
生
ま
れ
る
、情

操
や
教
養
が
、香
り
豊
か
な
文
化
と
な
り
、

歴
史
と
な
り
、こ
の
こ
と
が
、わ
が
ま
ち
の
土

壌
を
作
り
出
し
て
い
く
の
で
す
。そ
れ
が
ま

た
、市
民
の
理
想
で
あ
り
、望
み
な
の
で
す
。

第
３
節

　
私
た
ち
は
、自
分
た
ち
の
力
で
、正
し
い
立

派
な
社
会
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
れ
が
自
治
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、ふ
る
さ
と
の
か
つ
ら

ぎ
連
峰
に
向
か
っ
て
、誓
い
の
歌
を
う
た
え

ば
、明
る
い
こ
だ
ま
と
な
っ
て
、ま
ち
一
杯
に

響
き
ま
す
。

　
さ
あ
、み
ん
な
で
、お
互
い
の
幸
せ
を
築
く

道
を
ま
っ
す
ぐ
に
、明
日
を
め
ざ
し
て
進
み
ま

し
ょ
う
。足
音
を
高
く
、高
く
。そ
ろ
え
て
、そ

ろ
え
て
。

　
１
、２
、３
節
を
と
お
し
て
、ま
ご
こ
ろ（
郷

土
愛
）を
基
盤
と
し
た
、ひ
と
づ
く
り（
生
涯

教
育
）、ま
ち
づ
く
り（
社
会
開
発
）へ
の
、切

実
な
願
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ホームページで市歌が聴けます
ホーム→大和高田市って？→市の概要→市の輪郭→市歌

す
。自
治
体
が
主
催
す
る
式
典
な
ど
の
行

事
、庁
舎
内
の
始
業・終
業
時
刻
を
知
ら
せ

る
音
楽
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

本
市
も
１
９
７
８
年（
昭
和
53
年
）、市

制
30
周
年
を
記
念
し
て
、市
民
が
愛
唱
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い「
大
和
高
田
市
歌
」（
歌
詞
）

を
募
集
し
ま
し
た
。45
編
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、当
時
、大
和
高
田
市
職
員
で

あ
っ
た
橋
本
竹
茂
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。岡
本
幸
子
さ
ん
が
作
曲
し
、同
年
10

月
５
日
、市
制
30
周
年
記
念
式
典
で
、市
内

の
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
に
よ
り
、初
め
て
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
う
た
お
う

「
大
和
高
田
市
歌
」
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歌
に
込
め
た
想
い作

曲
者　
岡
本
幸
子
さ
ん

　
大
和
高
田
市
か
ら
作
曲
の
依
頼
が
あ
っ
た

と
き
、曲
作
り
に
対
し
て
の
注
文
は
、特
に
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。他
に
も
、大
和
高
田
市
に

「
そ
の
当
時
の
風
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

歌
って
い
る
」

「
練
習
で『
市
歌
』を
歌
う
と
き
、姿
勢
が

し
っ
か
り
す
る
し
、気
分
が
引
き
締
ま
る
」

「
歌
詞
が
５・７・５
と
いっ
た
俳
句
の
よ
う
で

歌
い
や
す
い
し
、覚
え
や
す
い
」

と
、話
し
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
22
日
に
、さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
で「
市
制
70
周
年
記
念
式
典
」が
行
わ
れ
ま
す
。「
コ
ー
ラ

ス
ひ
ま
わ
り
」「
ひ
ま
わ
り
児
童
合
唱
団
」「
コ
ー
ル
ソ
レ
イ
ユ
」「
サ
ン・グ
ロ
リ
ア
」の
皆
さ
ん

は
、式
典
で「
市
歌
」を
斉
唱
さ
れ
ま
す
。出
席
さ
れ
る
人
は
、生
音
で
聴
く「
市
歌
」を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　
「
市
歌
」が
作
成
さ
れ
て
か
ら
、40
年
が
経
ち
ま
す
。そ
の
短
い
フ
レ
ー
ズ
の
中
に
は
、大
和

高
田
の
古
き
良
き
情
景
や
、未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
詰
め
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、明
る
い
曲
調
と
、耳
に
残
る「
た
か
だ　
高
田
」と
繰
り
返
す
フ
レ
ー

ズ
が
特
徴
的
で
す
。自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
歌
を
、一
度
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
企
画
広
報
課　
内
線
２
７
３
〕

作曲者　岡本幸子さん

作
詞
の
橋
本
竹
茂
さ
ん
っ
て
？

　

橋
本
さ
ん
は
、大
和
高
田
市
職
員
時
代
、

「
市
歌
」の
ほ
か
に
も
、市
内
小
学
校
の
校

歌
も
作
詞
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
37
年
、内
閣
、総
理
府
、テ
レ
ビ
各

社
、レ
コ
ー
ド
会
社
、新
聞
社
な
ど
が
協
賛
し

て
、「
国
民
の
歌
」を
作
ろ
う
と
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。橋
本
さ
ん
が
応
募
し
た「
若
い
日

本
」と
い
う
歌
詞
が
投
票
で
１
位
と
な
り
、

見
事
、国
民
の
歌
に
選
ば
れ
ま
し
た
。レ
コ
ー

ド
も
発
売
さ
れ
、橋
本
さ
ん
の
名
前
が
、全

国
に
知
れ
わ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
話

　

毎
年
、成
人
祝
賀
式
で
、「
コ
ー
ラ
ス
ひ
ま

わ
り
」「
ひ
ま
わ
り
児
童
合
唱
団
」「
コ
ー
ル

ソ
レ
イ
ユ
」「
サ
ン・グ
ロ
リ
ア
」の
皆
さ
ん
は
、

美
し
い
歌
声
で「
市
歌
」を
披
露
さ
れ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
か
ら
は
、

ホームページで市歌が聴けます
ホーム→大和高田市って？→市の概要→市の輪郭→市歌

関
す
る
曲
を
書
い
て
い
ま
し
た
の
で
、信
頼

さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

　

歌
詞
が
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
、

曲
作
り
に
は
苦
労
し
ま
せ
ん
で
し
た
。情
景

を
思
い
描
く
と
、次
々
と
メ
ロ
デ
ィ
が
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、広
く
皆

さ
ん
に
歌
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。小
学
校
で

も
、ぜ
ひ
歌
って
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　
「
市
歌
」と
言
わ
れ
る
と
、公
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
、堅
苦
し
さ
を
感
じ
ま
す
。ひ
ら
が

な
で
、「
し
み
ん
の
う
た
」と
言
っ
た
ほ
う
が
、

受
け
入
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「若い日本」の記念碑と故　橋本竹茂さん
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平
成
30
年
度 

こ
ど
も
園・幼
稚
園・

保
育
所
募
集
要
項

（
私
立
幼
稚
園
を
除
く
）

▽
申
込
書
類
の
配
布
開
始
日

　
10
月
２
日
㈪

※ 

書
類
の
配
布・提
出
場
所
は
、下
の
各
施
設

の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間

　
10
月
16
日
㈪
～
20
日
㈮

※ 

期
間
内
の
申
し
込
み
を
優
先
し
て
、選
考・

調
整
し
ま
す
。

▽
入
園（
所
）対
象
児
の
生
年
月
日

・
幼
稚
園（
浮
孔
西
幼
稚
園
を
除
く
）

　
平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
26
年
４
月
１
日

・
こ
ど
も
園（
教
育
認
定
）・浮
孔
西
幼
稚
園

　
平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
27
年
４
月
１
日

※ 「
こ
ど
も
園（
教
育
認
定
）」と
は
、こ
ど
も
園

の
幼
稚
園
相
当
の
ク
ラ
ス
の
こ
と
で
す
。

・
こ
ど
も
園（
保
育
認
定
）・保
育
所

　
平
成
24
年
４
月
２
日
以
降

※ 

平
成
29
年
10
月
２
日
以
降
に
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
、ま
た
は
生
ま
れ
る
予
定
の
人
は
、

保
育
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い（
入

所・入
園
は
、満
６
か
月
を
迎
え
た
月
の
翌

月
か
ら
と
な
り
ま
す
）。

※ 

育
児
休
業
や
妊
娠
中
で
、平
成
30
年
度
途

中
に
職
場
復
帰
す
る
人
も
、期
間
内
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
保
育
所（
園
）・こ
ど
も
園

▽
申
込
書
類
の
配
布
場
所

　

 

市
保
育
課
、各
保
育
所（
園
）・こ
ど
も
園

▽ 

申
込
書
類
の
提
出
先・受
付
時
間

　
第
１
希
望
の
施
設
へ
提
出

▽ 

保
育
所・
こ
ど
も
園（
保
育
認
定
）の
利
用

要
件

　

 

父
母
の
い
ず
れ
も（
父
母
と
別
居
し
て
い

る
場
合
は
、児
童
の
面
倒
を
み
て
い
る
人
）

が
、仕
事
や
病
気
な
ど
で
児
童
を
保
育
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

▽
選
考・調
整
方
法

・
保
育
所・こ
ど
も
園（
保
育
認
定
）

　

 「
保
育
利
用
調
整
基
準
」に
よ
り
、優
先
度

の
高
い
児
童
か
ら
入
所（
園
）を
決
定
し
ま

す
。

・
こ
ど
も
園（
教
育
認
定
）

　

 

幼
稚
園
の
入
園
優
先
順
位
に
準
じ
て
、入

園
児
童
を
決
定
し
ま
す
。

※ 

定
員
に
余
裕
が
な
い
場
合
は
、第
２
希
望

以
下
の
施
設
の
利
用
相
談
と
な
り
ま
す
。

▽
保
育
時
間

　

私
立
施
設
は
、各
施
設
に
直
接
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

・
公
立
保
育
所・こ
ど
も
園（
保
育
認
定
）

　

 

原
則
、午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30

分（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、日・
祝
日
は
休

み
）

※ 

施
設
に
よ
り
、基
本
時
間
外
保
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
公
立
こ
ど
も
園（
教
育
認
定
）

　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時（
土・
日・
祝

日
は
休
み
）

※ 

預
か
り
保
育
…
教
育
時
間
終
了
後
～
午
後

４
時（
月
５
回
ま
で
）

▽
必
要
書
類

① 

申
請
書（
本
人
確
認
書
類
と
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
）

② 

父
母
な
ど
の
保
育
理
由
証
明
書（
保
育
認

定
の
み
）

③
保
育
利
用
調
整
基
準（
保
育
認
定
の
み
）

④ 

基
本
時
間
外
保
育
利
用
申
請
書（
保
育
認

定
の
該
当
者
の
み
）

⑤
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
指
示
書（
該
当
者
の
み
）

⑥
障
害
者
手
帳
の
コ
ピ
ー
（
該
当
者
の
み
）

⑦ 

診
断
書（
子
ど
も
が
、子
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー
、リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

通
っ
て
い
る
人
）

⑧ （
特
別
）児
童
扶
養
手
当
証
書
の
コ
ピ
ー

（
該
当
者
の
み
）

⑨ 

保
育
料
算
定
に
係
る
事
項
の
申
出
書（
該

当
者
の
み
）

⑩
健
康
調
査
票（
公
立
施
設
の
み
）

⑪ 

平
成
29
年
度
市
町
村
民
税（
非
）課
税
証
明

書（
平
成
29
年
１
月
１
日
に
大
和
高
田
市

に
住
民
票
が
な
か
っ
た
人
）

▽
こ
ど
も
園
の
募
集
予
定
人
数

【
保
育
認
定
】

・ 

高
田
こ
ど
も
園：
０
歳（
６
名
）１
歳（
３

名
）２
歳（
７
名
）３
歳（
３
名
）４
歳（
６

名
）５
歳（
０
名
）

・ 

土
庫
こ
ど
も
園：
０
歳（
６
名
）１
歳（
４

名
）２
歳（
５
名
）３
歳（
12
名
）４
歳（
５

名
）５
歳（
５
名
）

施設名 受付時間
高田こども園・土庫こども園
片塩保育所・浮孔保育所 午前7時30分～午後7時

天満保育所・みどり保育所
磐園保育所・高田西保育所 午前7時30分～午後6時

つぼみ認定こども園 午前8時30分～午後7時

よのもと保育園 午前9時30分～午後4時

三倉堂保育園 午前8時30分～午後6時

かなえ保育園 午前9時　　 ～午後4時
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【
教
育
認
定
】

・ 
高
田
こ
ど
も
園：
３
歳（
35
名
）４
歳（
９

名
）５
歳（
０
名
）

・ 

土
庫
こ
ど
も
園：
３
歳（
25
名
）４
歳（
18

名
）５
歳（
17
名
）

※ 

同
じ
施
設
で
、保
育
認
定・教
育
認
定
の
一

方
の
申
し
込
み
が
募
集
人
数
を
超
え
、一

方
が
募
集
人
数
に
満
た
な
い
場
合
、募
集

人
数
に
満
た
な
い
人
数
分
、募
集
人
数
を

超
え
た
区
分
の
児
童
に
入
園
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。受
付
期
間
外
の
２
次
募
集
は
行

い
ま
せ
ん
が
、調
整
後
も
空
き
が
あ
る
場

合
は
、随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

園
児
の
退
園
な
ど
に
よ
り
、入
園
者
数
が

変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
入
所（
園
）の
内
定

　
平
成
30
年
２
月
に
通
知
予
定

※ 

提
出
書
類
や
記
載
内
容
に
虚
偽
が
あ
っ
た

場
合
は
、内
定
を
取
り
消
し
ま
す
。

▽
保
育
料
の
決
定

・ 

４
月
～
８
月
分
…
平
成
30
年
３
月
に
通
知

予
定

・ 

９
月
～
３
月
分
…
平
成
30
年
８
月
に
通
知

予
定

※ 

保
育
料
を
滞
納
す
る
と
、督
促
手
数
料・延

滞
金
の
徴
収
、財
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え

を
行
い
ま
す
。

〔
保
育
課　
内
線
５
６
６
〕

■
幼
稚
園

▽
募
集
年
齢・人
数

※ 

浮
孔
西
幼
稚
園
の
３
歳・
４
歳
児
ク
ラ
ス

で
入
園
者
が
定
員
に
達
し
た
場
合
、次
年

度
の
４
歳・
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
募
集
を
行

わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

３
歳
児
ク
ラ
ス
に
お
い
て
、園
児
数
が
20

人
を
超
え
た
場
合
は
、２
ク
ラ
ス
に
分
け

て
保
育
を
行
い
ま
す
。た
だ
し
、募
集
期
間

内
に
申
込
者
数
が
20
人
を
超
え
な
か
っ
た

場
合
は
、１
ク
ラ
ス
運
営
と
す
る
た
め
、20

人
を
超
え
る
追
加
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

※ 

園
児
の
退
園
な
ど
に
よ
り
、募
集
園
児
数

が
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
受
付
時
間・場
所

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
各
幼
稚
園

で
受
付
し
ま
す
。

　

次
の
必
要
書
類
を
、第
一
希
望
の
幼
稚
園

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
必
要
書
類（
第
１
希
望
の
幼
稚
園
に
提
出
）

【
必
ず
必
要
な
も
の
】

① 

入
園
願
書（
幼
稚
園
ま
た
は
市
学
校
教
育

課
で
配
布
）

② 

支
給
認
定
申
請
書（
幼
稚
園
ま
た
は
市
学

校
教
育
課
で
配
布
）

※ 

書
類
の
作
成
に
は
印
鑑
、入
園
す
る
子
ど

も・
保
護
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
。ま
た
、提
出
の
際

に
、提
出
者
の
本
人
確
認
書
類
、保
護
者
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要

で
す
。

【
該
当
者
の
み
必
要
な
も
の（
保
育
料
の
算
定

に
必
要
な
書
類
で
す
）】

③ 

平
成
29
年
度
市
町
村
民
税（
非
）課
税
証
明

書（
平
成
29
年
１
月
１
日
に
大
和
高
田
市

に
住
民
票
が
な
か
っ
た
人
）

④ 

障
害
者
手
帳・
療
育
手
帳
の
コ
ピ
ー（
子
ど

も
ま
た
は
同
居
の
親
族
が
該
当
す
る
場
合
）

⑤（
特
別
）児
童
扶
養
手
当
証
書
の
コ
ピ
ー

※ 

④
ま
た
は
⑤
を
提
出
さ
れ
た
人
は
、収
入

の
状
況
に
応
じ
て
保
育
料
が
減
額
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

浮
孔
西
幼
稚
園
の
入
園
優
先
順
位（
基
準

日：10
月
１
日
）

　

 

申
込
者
数
が
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合

は
、募
集
期
間
内
の
申
込
者
の
中
か
ら
、次

の
優
先
順
位
に
よ
り
入
園
者
を
決
定
し
ま

す
。こ
の
方
法
に
よ
っ
て
も
募
集
人
員
を

超
え
て
い
る
場
合
、同
基
準
内
で
抽
選
を

行
い
ま
す
。

・ 

第
１
優
先
順
位　
入
園
を
希
望
す
る
園
に
、す

で
に
兄
弟・
姉
妹
が
在
園（
現
５
歳
児
は
除
く
）

し
て
い
る
人

・ 

第
２
優
先
順
位　
入
園
を
希
望
す
る
園
の
小
学

校
区
に
在
住
す
る
人
、ま
た
は
通
園
距
離
が
0.5

㎞
未
満
の
人

・ 

第
３
優
先
順
位　
通
園
距
離
が
1.0
㎞
未
満
の
人

・ 

第
４
優
先
順
位　
通
園
距
離
が
1.5
㎞
未
満
の
人

・ 

第
５
優
先
順
位　
通
園
距
離
が
2.0
㎞
未
満
の
人

※ 

応
募
し
た
幼
稚
園
に
お
い
て
、申
込
者
多
数

に
よ
り
入
園
で
き
な
か
っ
た
人
は
、他
の
幼

稚
園
の
入
園
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば
、希
望

に
よ
り
入
園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
保
育
時
間

　
月
～
金
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

※ 

預
か
り
保
育：
教
育
時
間
終
了
後
～
午
後

４
時（
月
５
回
ま
で
）

▽
費
用

● 

保
育
料：
月
額
６
、３
０
０
円
を
上
限
と

し
、市
町
村
民
税
課
税
額
を
算
定
基
準
と

し
て
決
定

・ 

４
月
～
８
月
分
保
育
料
…
平
成
30
年
３
月

下
旬
ご
ろ
に
通
知
予
定

・ 

９
月
～
３
月
分
保
育
料
…
平
成
30
年
８
月

下
旬
ご
ろ
に
通
知
予
定

● 

給
食
費：月
額
４
、１
０
０
円　
　

●
預
か
り
保
育：１
回
２
０
０
円

●
そ
の
他
に
保
育
材
料
等
の
諸
費
が
必
要

〔
学
校
教
育
課　
内
線
１
５
１
〕

施設名 ３歳児
クラス

４歳児
クラス

５歳児
クラス

片 塩 幼 稚 園 30名 24名
浮 孔 幼 稚 園 30名 14名
磐 園 幼 稚 園 30名 17名
陵 西 幼 稚 園 30名 26名
菅 原 幼 稚 園 30名 23名
浮孔西幼稚園 30名 10名 14名
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リ
ズ
モ
ー
市
長
来
訪

　

８
月
14
日（
月
）、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・
リ
ズ

モ
ー
市
の
ア
イ
ザ
ッ
ク・
ス
ミ
ス
市
長
、ニ
ー

ル・
マ
ー
ク
ス
市
議
会
議
員
が
、８
月
７
日
か

ら
10
日
ま
で
長
崎
県
で
行
わ
れ
た「
平
和
首
長

会
議
」に
出
席
後
、本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。平
成

30
年
に
55
周
年
を
迎
え
る
姉
妹
都
市
交
流
事

業
に
つ
い
て
の
会
議
や
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
の
市
民
団
体
と
の
交
流
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

〔
企
画
広
報
課　
内
線
２
７
３
〕

市
役
所
周
辺
を
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

　

８
月
28
日（
月
）か
ら
９
月
８
日（
金
）ま

で
、市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
、市
制
70
周
年

記
念
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。昭
和

30
年
ご
ろ
の
旧
市
役
所
の
写
真
や
、昭
和

40
年
ご
ろ
の
現
市
役
所
や
、周
辺
の
写
真

な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

今
と
昔
で
は
、市
役
所
付
近
の
景
色
が

違
う
こ
と
に
驚
い
て
い
る
人
や
、当
時
の

写
真
を
見
て
、懐
か
し
そ
う
に
話
を
す
る

人
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
企
画
広
報
課　
内
線
２
７
３
〕

ピ
ア
ノ
で
元
気
に

　

８
月
31
日（
木
）、香
芝
市
在
住
の
原
田
奏
子
さ
ん

（
10
歳
）が
、寄
付
金
の
贈
呈
の
た
め
、家
族
で
吉
田
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。原
田
さ
ん
は
３
月
12
日

に
、さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
で
、集
ま
っ
た
募
金
の
一
部
で
あ
る
１
０
、０
０
０

円
を
、福
祉
事
業
で
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、吉
田
市

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

原
田
さ
ん
は
３
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
は
じ
め
、

講
師
の
先
生
と
一
緒
に
福
祉
施
設
な
ど
で
訪
問
演
奏

を
し
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に
も
、香
芝
市
な
ど
に
寄
付

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
ピ
ア
ノ
演
奏
を
聴
い
て
、病
気
の
人
な
ど
が
元
気

に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

〔
社
会
福
祉
課　
内
線
５
３
４
〕

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
体
験

　
８
月
26
日(

土)

・27
日(

日)

、「
わ

く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス 

in 

コ
ス
モ

ス
プ
ラ
ザ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。イ

ベ
ン
ト
内
で
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
コ

ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
」、「
米
村
で

ん
じ
ろ
う
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
あ
り
ま
し
た
。

　
親
子
で
サ
イ
エ
ン
ス
に
触
れ
る

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

〔
市
民
協
働
推
進
課　
☎
44・３
２
１
０
〕

寄附金を渡す原田奏子さん（写真右）とその家族 市職員に出迎えられるリズモー市長一行

約40年前の市役所周辺写真を展示 空気砲の実験の様子
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身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
る
あ
な
た
の
思
い
や
希
望
を
、手
紙
に
し
て

伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
た
と
え
ば
、「
自
分
ら
し
さ
や
自
分
ら
し
い
生
き
方
に
つ
い
て
」「
お
互
い
を
尊

重
し
あ
え
る
た
め
に
は
」「
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
」「
人
と
の
関
わ

り
の
中
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」な
ど
。「
ヒ
ー
ト　
ハ
ー
ト 

た
か
だ｣

が
募
集
し
ま

す
。多
く
の
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
規
格

　
⑴
作
品
は
１
０
０
文
字
程
度
。

　
⑵
一
人
何
点
で
も
可
。

　
⑶
未
発
表
で
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
⑷
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
⑸
著
作
権
は
大
和
高
田
市
に
帰
属
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

　

 

10
月
31
日
㈫
ま
で
に
、は
が
き
、封
書
、

Ｆ
Ａ
Ｘ（

52・
２
８
０
１
）ま
た
は
、メ
ー

ル（gender@
city.yam

atotakada.
nara.jp

）に
、応
募
作
品（｢

手
紙
の
宛
先・

題
名｣

記
載
の
こ
と
）・
住
所・
名
前・
年
齢・

電
話
番
号
を
書
い
て
、男
女
共
同
参
画
推
進
係（
〒
６
３
５・８
５
１
１　
大
中

１
０
０
番
地
１
）へ
。

※ 

メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場
合
は
、件
名（
タ
イ
ト
ル
）は
必
ず「
男
女
共
同
参
画

シ
ョ
ー
ト
レ
タ
ー
」と
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
選
考
方
法

　

 

ヒ
ー
ト　
ハ
ー
ト 

た
か
だ
運
営
委
員
と
人
権
施
策
課
で
選
考
を
行
い
ま
す
。

▽
結
果
発
表

　

 

採
用
作
品
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
、平
成
30
年
２
月
開
催
予
定
の

「
女（
ひ
と
）と
男（
ひ
と
）ハ
ー
ト
ア
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
中
で
、ヒ
ー
ト　

ハ
ー
ト 

た
か
だ
運
営
委
員
が
上
演
す
る
寸
劇
テ
ー
マ
に
活
用
し
ま
す
。

　
応
募
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、採
用
さ
れ

た
人
に
は
、賞
状
お
よ
び
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

〔
人
権
施
策
課 

男
女
共
同
参
画
推
進
係　
内
線
２
８
７
〕

校区人推協地区別懇談会日程（予定）
校区名 とき・ところ 時間

片 塩 校 区 11月10日（金） 市民交流センター 午後7時～8時30分
高 田 校 区 11月  8日（水） 中央公民館 午後7時～8時30分
土 庫 校 区 11月11日（土） 市立土庫公民館 午後1時30分～3時
浮 孔 校 区 10月31日（火） 葛城コミュニティセンター 午後7時～8時30分
磐 園 校 区 10月24日（火） 磐園小学校（磐園ホール） 午後7時～8時30分
陵 西 校 区 11月  3日（金・祝） 陵西幼稚園 午後1時30分～3時
菅 原 校 区 11月11日（土） 市立菅原公民館 午後7時～8時30分

浮 西 校 区
11月  8日（水）
15日（水）
17日（金）

東中公民館
葛城コミュニティセンター
春日町会館

午後7時～8時30分

◎主催　大和高田市人権教育推進協議会	 〔人権施策課　内線276〕

平
成
29
年
度　

人
権
教
育
地
区
別
懇
談
会

「
子
ら
の
未
来
へ
、い
の
ち・人
権
」

～「
そ
う
か
、な
る
ほ
ど
�
」

　
が
い
っ
ぱ
い
　ふ
れ
あ
い
と
語
ら
い
、

笑
顔
の
街
高
田
を
皆
さ
ん
と
共
に
�
～

　

５
０
０
名
、５
３
０
名
、５
６
０
名
、６
３
０
名
、

こ
の
数
年
間
の
人
権
教
育
地
区
別
懇
談
会
の
参
加

数
の
推
移
で
す
。人
権
の
学
び
に
心
寄
せ
て
い
る

人
が
、確
実
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
「
子
ど
も
、教
育
」を
あ
ら
た
め
て
テ
ー
マ
と
し
、

学
習・
活
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。い
じ
め
や
虐

待
、格
差
や
貧
困
な
ど
子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況

は
、見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

人
権
教
育
地
区
別
懇
談
会
で
も
、子
ど
も
た
ち

の
問
題
を
重
点
と
し
、「
い
の
ち・
人
権
」と
い
う
、

テ
ー
マ
も
添
え
て
、魅
力
的
な
学
び
の
場
を
提
供

し
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

｢
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
し
た

〝
シ
ョ
ー
ト
レ
タ
ー
〟｣

募
集
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清
掃
セ
ン
タ
ー
に
破
砕
機
設
置（
昭
和
58
年
）

　

今
里
に
あ
る
清
掃
セ
ン
タ
ー（
現
在
の
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

に
破
砕
機
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。破
砕

機
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
で
、大
型
ご
み

な
ど
、大
き
い
ご
み

で
も
問
題
な
く
処

理
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。こ
の
破
砕

機
は
、現
在
も
粗
大
ご
み
の
処
理
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

大
谷
山
自
然
公
園
開
園（
昭
和
58
年
）

　
大
谷
に
、大
谷
山

自
然
公
園
が
開
園

し
ま
し
た
。公
園
内

に
は
、雑
木
林
、人

工
の
小
川･

池
が
あ

り
、そ
の
間
を
ぬ
う

よ
う
に
遊
歩
道
が

あ
り
ま
す
。遊
具
な

ど
が
あ
る
公
園
と

は
異
な
り
、本
市

に
残
る
数
少
な
い
現
有
林
を
保
存
し
、緑
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
整
備
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

〔
企
画
広
報
課　
内
線
２
７
３
〕

大
和
高
田
市

70
年
の
歩
み

ご
み
の
野
外
焼
却（
野
焼
き
）は

止
め
ま
し
ょ
う

　

市
役
所
に「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、煙
や
悪
臭
で
困
っ
て
い
る
」と
い
っ
た
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
、「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ

い
て
困
る
」、「
悪
臭
に
よ
り
気
分
が
悪
く
な
っ

た
」、「
煙
が
部
屋
に
入
る
の
で
窓
を
開
け
ら

れ
な
い
」、「
近
所
で
草
木
を
燃
や
し
て
煙
た

い
」な
ど
、近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、不

完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
や
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
る
原

因
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
出
さ
な
い
た
め
、ま
た

煙
や
悪
臭
で
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め

に
も
、野
外
で
ゴ
ミ
を
燃
や
す
こ
と
は
一
部

の
例
外
を
除
い
て
、廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
第
16
条
の
２
の
規
定
に
よ

り
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
違
反
す
る
と
、５
年
以
下
の
懲
役
、も
し
く

は
１
、０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
、そ

の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
13
年
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
化
学

物
質
発
生
の
抑
制
の
た
め
廃
棄
物
処
理
法
が

改
正
さ
れ
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
な
い

仕
組
み
の
構
造
基
準
適
合
炉
以
外
で
の
焼
却

が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
簡
易
焼
却
炉（
ド
ラ
ム
缶
、ブ

ロ
ッ
ク
製
の
炉
な
ど
）の
使
用
も
法
律
違
反
に

な
り
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
、家
庭
菜
園
や
樹

木
剪
定
で
出
た
ご
み
は
、少
量
で
あ
れ
ば
指

定
ご
み
袋
に
入
れ
て
燃
え
る
ゴ
ミ
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。多
量
に
な
れ
ば
直
接
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
有
料
）。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
１
〕

は
、巣
が
大
き
く
な
る
前
に
、害
虫
駆
除
業
者

（
市
で
は
駆
除
で
き
ま
せ
ん
）に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。家
庭
で
市
販
の
ハ
チ
用
殺
虫
剤
を

使
用
す
る
場
合
は
、ハ
チ
の
種
類
に
よ
っ
て
効

き
目
が
異
な
り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
特
に
、ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
死
亡
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。巣
に
は
近
寄
ら
ず
、

す
ぐ
に
業
者
に
駆
除
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。害
虫
駆
除
業
者
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

県
の
許
可
団
体
で
あ
る
、ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
協
会（
☎
０
７
４
２・23・７
３
１
２　

※
火

曜
日
休
業
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
１
〕

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の

不
具
合
に
よ
る
注
意
喚
起

　
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
と
は
、ス
プ

レ
ー
缶
の
形
状
を
し
た
、家
庭
用
の
簡
易
消

火
具
の
こ
と
で
す
。

　

次
の
商
品
に
つ
い
て
、容
器
内
面
の
腐
食

が
進
み
、破
裂
す
る
な
ど
の
不
具
合
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
商
品　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
社

２
０
０
５
年
１
月
～
10
月
製　
「
ヤ
マ
ト
ボ
ー

イ
Ｋ
Ｔ
」、「
Ｆ
Ｍ  

ボ
ー
イ
Ｋ
」

　
現
在
、自
主
回
収
に
よ
り
約
80
％
回
収・廃

棄
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、２
０
０
５
年
11

月
以
降
の
商
品
は
、製
造
方
法
を
改
善
し
破

裂
な
ど
が
起
こ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
事
故
が
あ
っ
た
場
合
や
、該
当
消
火
具
の
廃

棄
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
、ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク

株
式
会
社（
☎
０
１
２
０・８
０
１・０
８
４
）に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
奈
良
県
広
域
消
防
組
合　

高
田
消
防
署
☎
25・０
１
１
９
〕

ト
ラ
ク
タ
ー
等
を

使
用
し
た
後
の
お
願
い

　
農
作
業
後
に
ト
ラ
ク
タ
ー・コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
で
公
道
を
走
る
と
き
は
、機
械
に
つ
い
た
泥

を
必
ず
落
と
し
て
か
ら
走
行
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。大
き
な
泥
の
か
た
ま
り
が
道

路
に
落
ち
る
と
、自
動
車
だ
け
で
な
く
、歩
行

者
や
自
転
車
な
ど
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
大

変
危
険
で
す
。

　
交
通
安
全
と
環
境
美
化
の
た
め
道
路
に
泥

を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
産
業
振
興
課　
内
線
２
４
６
〕

空
き
地
の
雑
草
除
去

　

市
で
は
、快
適
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

の
た
め「
大
和
高
田
市
内
の
空
き
地
に
繁
茂

し
た
雑
草
の
除
去
に
関
す
る
条
例
」を
制
定

し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
地
周
辺
の
空
き
地
に
雑
草
が
生
い
茂

る
と
、周
辺
の
人
々
に
不
快
感
を
与
え
る
ば

か
り
で
な
く
、夏
季
は
害
虫
、冬
季
は
火
災
の

発
生
原
因
に
な
り
ま
す
、ま
た
、ご
み
の
不
法

投
棄
や
犯
罪
、交
通
事
故
な
ど
を
引
き
起
こ

す
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
も
、空
き
地
の
所

有
者
ま
た
は
管
理
者
は
、責
任
を
持
っ
て
適

切
に
土
地
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
１
〕

ハ
チ
の
駆
除

　

初
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
は
ハ
チ
が
活
動

す
る
時
期
で
、家
の
軒
下
や
屋
根
裏
へ
、夏
過

ぎ
か
ら
巣
を
作
り
始
め
ま
す
。ハ
チ
の
駆
除
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〔産業振興課  商工観光係　内線265〕

中小企業への融資
　市内中小企業の経営の安定をはかるため、保証料および利子の一
部を補給します。金利などに負担を感じている人にとっても安心し
利用してもらえる制度です。まずは金融機関に相談してください。
●特別融資

対象者 ・1年以上市内に住所を有している個人
・1年以上市内に住所を有し、市民税が課税されている法人

融資限度額
設備資金　　1,500 万円
運転資金　　1,000 万円

融資期間　
（据置期間）

設備資金　　7年（6か月以内の据置期間を含む）
運転資金　　5年（6か月以内の据置期間を含む）

保証料 不要　（市で全額負担）　
利子補給率 貸付利率の 2分の 1以内（年率 1％を限度とする）

●小口融資

対象者 ・1年以上市内に住所を有している個人
・1年以上市内に住所を有し、市民税が課税されている法人

融資限度額 500 万円

融資期間　
（据置期間）

設備資金　　7年（6か月の据置期間を含む）
運転資金　　5年（6か月の据置期間を含む）

保証料 不要　（市で全額負担）
利子補給率 貸付利率の 2分の 1以内（年率 1％を限度とする）

●創業者支援融資

対象者 ・市内で創業する具体的な計画がある人
・市内で創業後、１年未満の個人または法人

融資限度額 1,000 万円

融資期間　
設備資金　　7年（6か月以内の据置期間を含む）
運転資金　　5年（6か月以内の据置期間を含む）

保証料 不要　（市で全額負担）
利子補給率 貸付利率の 2分の 1以内（年率 1％を限度とする）

市町村と県との「不動産合同公売」の実施
売却区分番号 地名 地番 地目 地積 見積価格 公売保証金

大和高田市 -1-1 甘田町
662 番 17 宅地 46.82㎡

1,528,000 円 160,000 円
662 番 14 の 4 居宅 33.79㎡

大和高田市 -1-2
大字市場

（マンション
の一室）

181 番地 1 宅地
865.68㎡のうち
敷地権割合
922230 分の
34590 3,195,000 円 320,000 円

181 番地 1の
205 居宅 57.65㎡

合同公売の日程
▷とき　11月14日㈬
・公売保証金の納付　午前10時～10時30分
・入札期間　午前10時40分～11時
・開札時間　午前11時
▷ところ　奈良県橿原総合庁舎内1階会議室（旧耳成高校跡）
　変更になることがあります。詳しくは、市ホームページを確認、または下記へ問い合わせてください。

〔収納対策室　内線236〕

●施設設置奨励金
対象事業 商業施設・工業等施設

要件
新設、増設、移転にともなう
建物および償却資産の取得に
要した費用が 3,000 万円以
上。

奨励金
建物および償却資産の固定資
産税額の 5割相当額を 5年間
交付する。

●雇用促進奨励金

対象事業者

上記の施設設置奨励金該当事
業者で、開業日の 90 日前後
の間に、市内在住者を正規従
業員として雇用し、1年以上
継続雇用している事業者

奨励金
従業員1人につき20万円（限
度額 1,000 万円）を 1 回限
り交付する。

　詳しくは産業振興課　商工観光係まで問
い合わせてください。

市内事業者への奨励金
　市内に新たに商業施設、または工業など
の施設を設置する事業者に、奨励金を交付
します。開業前に申請してください。
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

更
年
期
を
健
や
か
に
過
ご
す
に
は

　
更
年
期
と
は
閉
経
前
後
10
年
間

の
こ
と
で
、他
に
器
質
的
な
原
因

が
な
い
症
状
を
更
年
期
症
状
と
呼

び
、日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
病

態
を
更
年
期
障
害
と
呼
び
ま
す
。

更
年
期
症
状
は
、更
年
期
の
卵
巣

機
能
低
下
に
よ
り
女
性
ホ
ル
モ
ン

が
低
下
、脳
と
卵
巣
と
の
連
絡
が

う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、自
律
神

経
の
乱
れ
を
引
き
起
こ
す
こ
と
で

起
こ
り
ま
す
。更
年
期
症
状
は
多

い
順
に
、の
ぼ
せ
、肩
こ
り
、冷
え
、

疲
れ
や
す
い
、腰
痛
、物
忘
れ
、イ

ラ
イ
ラ
、頭
痛
、不
眠
、集
中
力
が

な
い
、め
ま
い
、動
悸
、不
安
感
な

ど
が
あ
り
、ま
た
、更
年
期
の
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
低
下
は
、そ
の
後
の
女

性
の
疾
患
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
、

老
年
期
の
高
血
圧
、高
脂
血
症
、

骨
粗
鬆
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

特
に
骨
粗
鬆
症
は
、女
性
は
男
性

に
比
べ
非
常
に
多
く
、更
年
期
以

降
に
急
激
に
増
加
し
ま
す
。

　

更
年
期
障
害
の
治
療
は
、①
薬

に
よ
る
治
療
②
食
事
内
容
の
改
善

や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
③
生
活
習
慣
の

改
善
が
あ
り
ま
す
。

　

①
の
病
院
で
処
方
で
き
る
薬
に

は
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
補
う
ホ
ル
モ

ン
補
充
療
法
、漢
方
薬
、自
立
神

経
調
整
薬
が
あ
り
、ホ
ル
モ
ン
補

充
療
法
は
急
激
に
症
状
が
強
く

な
っ
た
場
合
に
は
効
果
的
で
、最

近
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
経
皮
投
与

（
張
り
薬
や
ゲ
ル
剤
）や
低
用
量

化
に
よ
り
安
全
な
投
与
法
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、長
期
間
に
わ

た
り
不
定
愁
訴
が
続
き
、ホ
ル
モ

ン
剤
の
投
与
が
適
さ
な
い
人
に
は

漢
方
薬
が
あ
り
、体
格
や
症
状
に

よ
り
使
い
分
け
ま
す
。②
で
、代
表

的
な
も
の
は
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
抗
酸

化
、抗
ス
ト
レ
ス
、免
疫
力
増
強
作

用
が
あ
り
、長
期
的
な
欠
乏
は
寿

命
を
短
縮
し
ま
す
。ま
た
、高
齢
者

の
筋
力
の
強
さ
と
血
中
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
濃
度
に
は
関
連
が
あ
り
、新
鮮

な
果
実
、野
菜
に
多
く
含
ま
れ
ま

す
。亜
鉛
は
体
内
に
鉄
の
次
に
多

い
微
量
ミ
ネ
ラ
ル
で
、ア
レ
ル
ギ
ー

の
抑
制
、味
覚
の
正
常
化
、脱
毛
予

防
、精
力
増
強
に
効
果
が
あ
り
、牡

蠣
、ウ
ナ
ギ
、動
物
性
た
ん
ぱ
く
質

に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。大
豆
イ
ソ

フ
ラ
ボ
ン
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
様
作

用
が
あ
り
、更
年
期
障
害
、皮
膚
の

老
化
、骨
粗
鬆
症
な
ど
に
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。他
に
、ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
、ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、プ
ロ
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ジ
ン
な
ど
必
要
な
も
の
は

た
く
さ
ん
あ
り
、バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
取
す
る
た
め
に
、サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
利
用
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

　
③
の
生
活
習
慣
の
改
善
と
し
て

大
切
な
の
は
、よ
り
良
い
睡
眠
を

と
れ
る
よ
う
な
生
活
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
す
。早
朝
に
日
光
を
浴

び
る
こ
と
は
体
内
時
計
を
正
常
に

保
つ
た
め
重
要
で
骨
粗
鬆
症
の
予

防
に
も
必
要
で
す
。定
期
的
な
運

動
は
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
、夕
食

後
の
軽
い
運
動
は
３
～
５
時
間
後

の
体
温
低
下
に
よ
り
入
眠
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。ま
た
、朝

夕
10
分
で
も
目
を
と
じ
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
、自
身
の
呼
吸
の
み
を
意

識
す
る
よ
う
に
瞑
想
す
る
と
ス
ト

レ
ス
や
認
知
症
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　
大
和
高
田
市
立
病
院　

産
婦
人
科
部
長　
堀
江
清
繁

〔
市
立
病
院　
☎
53・２
９
０
１
〕

「
立
ち
く
ら
み
はどう

し
て
起
こ
る
」

　

め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
が
ひ
ど

く
て
、自
分
は
貧
血
だ
と
思
っ
て
い

た
の
に
、検
査
を
し
て
も
貧
血
で
は

な
い
と
い
わ
れ
る
。こ
れ
っ
て
な
ぜ

で
し
ょ
う
。

　

立
ち
上
が
っ
た
と
き
に
ふ
ら
っ

と
し
た
り
、意
識
が
遠
の
く
よ
う

な
症
状
を「
貧
血
を
起
こ
し
た
」な

ど
と
よ
く
い
い
ま
す
が
、こ
れ
は
立

ち
上
が
っ
た
と
き
に
血
圧
が
急
に

下
が
り（
起
立
性
低
血
圧
）、一
時

的
に
脳
へ
の
血
流
が
減
少
し
た
結

果
生
じ
る
脳
循
環
不
全
の
症
状
で

す
。一
方「
貧
血
」は
、血
液
中
の
赤

血
球
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
減
少
し

て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
の
で
、立

ち
く
ら
み
を
お
こ
す
起
立
性
低
血

圧
と
は
別
の
も
の
な
の
で
す
。

　

人
間
の
体
は
、血
圧
を
常
に
一

定
に
保
ち
、脳
の
血
流
を
維
持
さ

せ
る
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、こ

の
仕
組
み
が
う
ま
く
働
か
な
い
と

起
立
性
低
血
圧
を
起
こ
し
ま
す
。

自
律
神
経
の
働
き
が
不
安
定
な
思

春
期
の
若
者
や
、若
い
女
性
、高
齢

者
で
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、高
血
圧
で
治
療
中
の
人

は
、降
圧
剤
の
種
類
に
よ
っ
て
は
血

管
を
拡
張
さ
せ
る
た
め
、ち
ょ
っ
と

し
た
体
位
の
変
換
で
血
圧
が
大
き

く
変
動
し
、立
ち
く
ら
み
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
食
後
に
、低
血
圧
か
ら
ふ
ら
つ
き

や
め
ま
い
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。食
べ
た
も
の
を
消
化
す
る
た

め
に
血
液
が
胃
や
腸
に
集
ま
り
、そ

の
分
心
臓
に
戻
っ
て
く
る
血
液
量

が
減
る
た
め
、食
後
に
一
時
的
に

血
圧
が
下
が
る
の
で
す
。食
後
の

低
血
圧
を
防
ぐ
た
め
に
は
、腹
八

分
目
を
心
が
け
、ゆ
っ
く
り
と
時
間

を
か
け
て
食
事
を
と
る
こ
と
。晩
酌

は
控
え
め
に
。食
後
の
30
分
か
ら

１
時
間
は
、急
に
立
ち
上
が
る
こ
と

は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽
と
き　
10
月
19
日（
木
）

　
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽ 

テ
ー
マ

　
「
あ
な
た
の
肝
臓
は
大
丈
夫
？

～
肝
臓
の
病
気
に
つ
い
て
」

▽
講
師　
梅
本 

典
江

　
　
　
（
天
満
診
療
所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所　
☎
52 

・ 

５
３
５
７
〕
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人
権
と
は
、「
す
べ
て
の
人
々
が

生
命
と
自
由
を
確
保
し
、そ
れ
ぞ

れ
の
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
」で

す
。子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、

「
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
」「
み
ん

な
と
仲
良
く
す
る
こ
と
」と
話
し

を
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
権

利
を
私
た
ち
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
持
っ
て
い
ま
す
が
、現
代
社

会
で
は
、女
性・
子
ど
も・
高
齢
者・

障
が
い
の
あ
る
人・
同
和
問
題・
外

国
人
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
人
権

問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、人
権
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、自
ら
の
問
題

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、子
ど
も
た
ち
の
人

権
教
育
は
、学
校
だ
け
で
な
く
、家

庭
や
地
域
で
も
必
要
不
可
欠
で

す
。子
ど
も
た
ち
は
、家
庭
で
の

ル
ー
ル（
あ
い
さ
つ
、家
に
帰
る
時

刻
、寝
る
時
刻
な
ど
）を
守
っ
た

り
、破
っ
た
り
し
な
が
ら
、人
と
の

関
わ
り
や
社
会
の
ル
ー
ル
の
大
切

さ
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。ま
た
、い

じ
め
や
差
別
の
現
実
は
、ス
マ
ホ

な
ど
の
情
報
通
信
機
器
の
介
在
に

よ
り
多
様
化
が
進
み
、一
層
見
え

に
く
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、ま
ず
保
護
者
自

身
が
偏
見
を
も
た
ず
、い
じ
め
や

差
別
を
し
な
い
、許
さ
な
い
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
に
示
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

保
護
者
は
、子
ど
も
が
い
じ
め

に
加
わ
っ
た
り
、差
別
し
た
り
し

て
他
人
を
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
と
き
は
、人
間
と
し
て

恥
ず
か
し
い
行
為
で
あ
る
こ
と

を
教
え
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。そ

の
と
き
は
、理
屈
で
あ
れ
こ
れ
言

う
よ
り
、弱
い
も
の
を
い
じ
め
た

り
差
別
し
た
り
す
る
の
を
見
て

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
こ
と
、人
が
傷

つ
く
の
を
喜
ぶ
こ
と
に
怒
り
を
感

じ
た
こ
と
、二
度
と
し
て
ほ
し
く

な
い
こ
と
な
ど
、保
護
者
と
し
て

本
当
の
気
持
ち
を
伝
え
る
努
力
を

し
た
い
も
の
で
す
。

　

保
護
者
が
は
っ
き
り
し
た
ル
ー

ル
を
作
り
、子
ど
も
た
ち
と
共
に

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
、人
権
を

大
切
に
で
き
る
家
庭
や
地
域
を
作

る
第
一
歩
で
す
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
2
８
８
〕
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高こ
う
れ
い齢
の
父ち
ち
お
や親
を
抱か
か

え
て
生せ
い
か
つ活

し
て
い
る
40
代だ
い

の
Ｉ
さ
ん
の
お

話は
な
しで
す
。
Ｉ
さ
ん
は
父ち
ち
お
や親
と
二ふ
た

人り

暮ぐ

ら
し
で
、
現げ
ん
ざ
い在
は
父ち
ち
お
や親
が

始は
じ

め
た
自じ
え
い
ぎ
ょ
う

営
業
の
仕し

事ご
と

を
引ひ

き

継つ

い
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
時じ

代だ
い

の
変へ
ん
か化
も
あ
り
事じ

業ぎ
ょ
うが
除じ
ょ
じ
ょ々

に
縮
し
ゅ
く
し
ょ
う
小
し
て
い
き
、
そ
れ
だ

け
で
は
生せ
い
か
つ活
が
で
き
な
く
な

り
、
今こ
ん
か
い回
の
相そ
う
だ
ん談
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
父ち
ち
お
や親
の
健け
ん
こ
う康
状じ
ょ
う
た
い態

が
悪あ
っ
か化
し
て
い
き
、
在ざ
い
た
く宅
で
介か
い

護ご

す
る
こ
と
が
難む
ず
か
し
く
な
り
、

施し
せ
つ設
に
入
に
ゅ
う

所し
ょ

す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
も
と
も
と
親し
ん
ぞ
く
か
ん

族
間
の

仲な
か
も
決け
っ

し
て
良よ

い
も
の
で
な
く
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
友ゆ
う
じ
ん人
も
お
ら
ず
相そ
う
だ
ん談

相あ
い
て手
が
い
な
い
、
生せ
い
か
つ活
の
見み
と
お通

し
が
立た

た
な
い
こ
と
か
ら
Ｉ
さ

ん
は
投な

げ
や
り
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
。
何な
ん
か
い回
か
相そ
う
だ
ん談
に
乗の

る
う
ち
に
気き

も持
ち
が
す
っ
き
り

こ
こ
か
ら
始は
じ

ま
る
。
　

〔
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

し
た
の
か
、
親し
ん
ぞ
く族
と
話は
な

し
合あ

っ

て
み
る
と
言い

い
ま
し
た
。
現げ
ん
ざ
い在

で
は
仕し
ご
と事
を
掛か

け
持も

ち
し
な
が

ら
働は
た
らき
、
家か
け
い計
を
立た

て
直な
お

す
た

め
に
頑が
ん
ば張
っ
て
い
ま
す
。
悩な
や

み

事こ
と

が
あ
っ
て
も
誰だ
れ

に
も
相そ
う
だ
ん談
で

き
ず
に
困こ
ま

っ
て
い
る
人ひ
と

も
た
く

さ
ん
い
る
と
思お
も

い
ま
す
。
ど
な

た
も
「
困こ
ま

っ
た
人ひ
と

」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
困こ
ま

り
事こ
と

を
抱か
か

え
た

立り
っ
ぱ派
な
人ひ
と

」
で
す
。
そ
の
困こ
ま

り

事こ
と

を
一い
ち
ど度
聴き

か
せ
て
く
だ
さ

い
。
行ぎ
ょ
う
せ
い政
と
し
て
で
き
る
こ
と

は
少す
く

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
話は
な
しを
聴き

く
こ
と
は
で
き
ま

す
。
一ひ
と
り人
で
悩な
や

み
を
抱か
か

え
込こ

ま

ず
に
、
ぜ
ひ
一い
ち
ど度
訪た
ず

ね
て
く
だ

さ
い
。
自じ
ぶ
ん分
自じ
し
ん身
、家か
ぞ
く族
の
こ
と
、

地ち
い
き域
で
気き

に
な
る
人ひ
と

や
子こ

ど
も

の
こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は
一い
ち
ど度
お
話は
な
しを
聴き

か
せ
て
く

だ
さ
い
ね
。

の
抑
制
、味
覚
の
正
常
化
、脱
毛
予

防
、精
力
増
強
に
効
果
が
あ
り
、牡

蠣
、ウ
ナ
ギ
、動
物
性
た
ん
ぱ
く
質

に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。大
豆
イ
ソ

フ
ラ
ボ
ン
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
様
作

用
が
あ
り
、更
年
期
障
害
、皮
膚
の

老
化
、骨
粗
鬆
症
な
ど
に
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。他
に
、ビ
タ
ミ
ン

Ｅ
、ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、プ
ロ
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ジ
ン
な
ど
必
要
な
も
の
は

た
く
さ
ん
あ
り
、バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
取
す
る
た
め
に
、サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
利
用
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

　
③
の
生
活
習
慣
の
改
善
と
し
て

大
切
な
の
は
、よ
り
良
い
睡
眠
を

と
れ
る
よ
う
な
生
活
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
す
。早
朝
に
日
光
を
浴

び
る
こ
と
は
体
内
時
計
を
正
常
に

保
つ
た
め
重
要
で
骨
粗
鬆
症
の
予

防
に
も
必
要
で
す
。定
期
的
な
運

動
は
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
、夕
食

後
の
軽
い
運
動
は
３
～
５
時
間
後

の
体
温
低
下
に
よ
り
入
眠
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。ま
た
、朝

夕
10
分
で
も
目
を
と
じ
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
、自
身
の
呼
吸
の
み
を
意

識
す
る
よ
う
に
瞑
想
す
る
と
ス
ト

レ
ス
や
認
知
症
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　
大
和
高
田
市
立
病
院　

産
婦
人
科
部
長　
堀
江
清
繁

〔
市
立
病
院　
☎
53・２
９
０
１
〕

「
家
庭
や
地
域
で
も
人
権
教
育
を
」
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煙
が
出
て
面
白
い
け
ど

危
険
！ド

ラ
イ
ア
イ
ス

ドライアイスって面白いですよねー

煙がもくもくと出るしね。子どもは特
に興味をひかれると思うよ。

でも触ると熱いんですよね・・・

冷たすぎて逆に熱く感じてしまうか
らね。直接触るのは危険だよ。

通信販売で冷凍食品を注文したらドライ
アイスが入っていて危うく触ってしまいそ
うになりました。

最近ドライアイスで凍傷になる事故
が報告されているし気をつけてね。

子どもが好奇心からドライアイスを
触ってしまって凍傷になったり、ペッ
トボトルにドライアイスを入れたら爆
発して大けがしたり、いろいろな事
例があるみたいだよ。

えー、爆発もするんですか？

簡単に言うと、ドライアイスは放って
おくと膨張するから、密閉容器に入
れておくと、空気を入れすぎた風船
のように破裂してしまうのじゃ。

こわいですね・・・気をつけます！

煙につられてさわっちゃだめだよ？

子ども扱いしないでくださいよー！

　
「
近
所
で
工
事
を
し
て
い
る
」
と
自
宅
を
訪
れ
た
業
者
に

勧
め
ら
れ
、
排
水
管
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
依
頼
し
1
万
円

を
支
払
っ
た
。
数
日
後
、
そ
の
業
者
が
再
び
訪
れ
、
無
料

で
床
下
を
点
検
す
る
と
い
う
の
で
、
無
料
な
ら
と
承
知
し

た
と
こ
ろ
、「
床
下
が
湿
気
で
カ
ビ
だ
ら
け
だ
。
湿
気
対
策

工
事
を
し
な
い
と
家
が
ダ
メ
に
な
る
」
と
工
事
を
勧
め
ら

れ
そ
の
日
の
う
ち
に
契
約
し
た
。
翌
日
か
ら
業
者
が
来
て
、

床
下
土
の
撤
去
、
床
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
な
ど
の
作

業
を
し
て
い
る
。
最
終
日
に
1
0
0
万
円
を
支
払
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
費
用
が
高
額
す
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。

（
70
代
女
性
）

　
訪
問
販
売
に
は
、
業
者
の
強
引
な
勧
誘
や
長
時
間
に
わ
た

る
勧
誘
な
ど
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
の
が
点
検
商
法
で
す
。
ま
ず
「
無
料
点

検
」
と
安
心
さ
せ
た
り
、
「
契
約
を
取
り
や
す
い
低
価
格
の

取
引
」
な
ど
か
ら
入
り
、
次
は
本
命
商
品
の
売
り
込
み
に
入

る
の
で
こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
を
「
点
検
商
法
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
点
検
の
対
象
と
な
る
の
は
、
浄
水
器
、
布
団
、
下

水
管
、
給
水
管
、
屋
根
瓦
、
天
井
裏
や
床
下
換
気
状
況
、
耐

震
構
造
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
点
検
商
法
に
は
同
じ
業

者
が
何
度
も
以
前
販
売
し
た
物
の
点
検
に
訪
れ
、
次
々
販
売

を
繰
り
返
す
も
の
と
、
ま
っ
た
く
別
の
業
者
が
他
の
業
者

の
製
品
な
ど
の
点
検
を
し
て
、
新
た
に
自
社
の
商
品
を
売

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
点
検
商
法
の
多
く
は
次
々
販
売
に

つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
特
に
高
齢
者
の
被
害

が
多
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

1
．�安
易
に
業
者
を
自
宅
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�　

�「
無
料
点
検
」
を
口
実
に
訪
問
し
て
き
た
業
者
に
、
不

必
要
な
高
額
な
工
事
を
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
突
然
訪
問
し
て
き
た
業
者
を
家
に

入
れ
る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
必
要
の
な
い
工
事
は

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

２
．�工
事
を
依
頼
す
る
前
に
、
工
事
内
容
や
金
額
を
よ
く
確

認
し
、
ま
わ
り
の
人
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

�　
�「

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
で
特
別
値
引
き
す
る
」、「
す
ぐ
に

工
事
が
必
要
」
な
ど
と
契
約
を
急
が
せ
る
業
者
は
要
注

意
。
そ
の
場
で
契
約
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
必
ず
信
頼

で
き
る
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

3
．�訪
問
販
売
で
は
契
約
書
面
の
交
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
書
面
交
付
後
8
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
ま
す
。
た
と
え
工
事
完
了
後
で
あ
っ
て
も
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
す
れ
ば
原
状
回
復
費
用
は
業
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
い
て
も
契
約
の
取
り
消
し

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
で
き
る
だ
け
早
く
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

点
検
商
法
に
ご
注
意
！

● 市消費生活センター　 ▽相談日時　月～金曜日 午前 10 時～午後 4 時　 ▽ところ　市役所 3 階
　　　　　　　　　　　 ▽予約先　内線 314　 0745-44-3117
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談日時　月～金曜日 午前9時～午後5時（受付は午後4時 30 分まで） 

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3階　 ▽予約先　☎22-0931　 ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。 11広報誌　　　　　　　2017年10月号



一般書児童書・絵本

新
着
図
書
の
ご
案
内

10 月のおはなし会

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

催しのご案内

◦
お
も
い
や
り
の
絵
本  

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
こ
ど
も
知
育
研
究
所 

文
／

金
の
星
社

◦
世
界
の
乗
り
も
の
大
図
鑑 

ク
ラ
イ
ブ・ギ
フ
ォ
ー
ド 

文
／

河
出
書
房
新
社

◦
恐
竜
の
お
り
が
み

川
畑 

文
昭 

文
／
誠
文
堂
新
光
社

◦
恋
す
る
ぷ
に
ち
ゃ
ん

ジ
ュ
リ
ー・マ
ー
フ
ィ
ー 

文
／
小
学
館

◦
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
下
を

の
ぞ
い
て
み
れ
ば・・・  

ア
ン
ド
レ
ス・ロ
ザ
ノ 

絵
／
六
耀
社

◦「
弥
栄
の
烏（
八
咫
烏
シ
リ
ー
ズ 
6
）」

阿
部 

智
里 

著
／
文
藝
春
秋

　
　

失
っ
た
記
憶
を
さ
が
し
求
め
る
日
嗣

の
御
子・
若
宮
。真
赭
の
薄
は
、浜
木
綿
の

決
意
に
衝
撃
を
う
け
る
。宿
敵・大
猿
と
の

最
終
決
戦
、八
咫
烏
の
軍
を
率
い
る
参
謀・

雪
哉
の
と
っ
た
作
戦
と
は
―
。 

八
咫
烏

の
世
界
を

描
く
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー

長
編
、
シ

リ
ー
ズ
完

結
。

◦「
じ
い
ち
ゃ
ん
バ
ナ
ナ

ば
あ
ち
ゃ
ん
バ
ナ
ナ
」

　
　
　
　
　
の
し 

さ
や
か 

絵
／

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

　
　
す
っ
か
り
い
い
色
に
熟
し
た
バ
ナ
ナ
く

ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

あ
る
日
、皮
を
ぬ
い
で
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

チ
ョ
コ
バ
ナ

ナ
に
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
ア
イ

ス
バ
ナ
ナ
に

な
っ
た
！
近
所

の
じ
い
ち
ゃ
ん

ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
も
変
身
し

て・・・。

◦
専
業
主
婦
が
就
職
す
る
ま
で
に

や
っ
て
お
く
べ
き
8
つ
の
こ
と

薄
井 

シ
ン
シ
ア 

著
／
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

◦
10
代
か
ら
の
マ
ネ
ー
図
鑑

マ
ー
カ
ス・ウ
ィ
ー
ク
ス 

著
／
三
省
堂

◦
詳
し
く
わ
か
る

腎
臓
病
の
治
療
と
安
心
生
活  

山
縣 
邦
弘 
監
修
／
主
婦
と
生
活
社

◦
電
子
レ
ン
ジ
で
つ
く
る

シ
ニ
ア
の
ら
く
ら
く
1
人
分
ご
は
ん  

村
田 

裕
子 

著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

◦
釣
り
竿
一
本
か
ら
は
じ
め
る
魚
釣
り

村
越 

正
海 

著
／
成
美
堂
出
版

◎絵本のよみきかせ
▷とき　10月7日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん　えほんコーナー
▷たいしょう　どなたでも

◎おはなし会
（担当：たかだおはなしろうそくの会）
▷とき　10月14日㈯
　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●えほん　「ねずみくんのチョッキ」
●おはなし「ならなしとり」

※�10月の絵本のよみきかせ（第3土曜日）・「きら
ら」は図書館休館のためお休みです。

お知らせ
■休館のお知らせ
　特別整理期間のため、10月21日㈯～11月2
日㈭まで休館します。この期間の返却は、図書
館入口左側、または葛城コミュニティセンター
内、および市民交流センター内の返却ポストを
利用してください。なお、10月7日㈯～20日㈮
は、貸出期間が4週間となります。

■図書館教養講座
　歴史を通じて、地域の人物を学びます。
▷と　き　11月11日㈯　午前10時30分～正午ごろ
▷ところ　市立図書館　2階学習室
▷�テーマ　「勤王の志士�梅田雲浜」
▷�講　師　梅田�昌彦�さん（『梅田雲浜入門』著者）
▷定　員　70名　※定員になり次第、締め切ります。
▷�費　用　無料
▷�申込方法　10月7日㈯～11月10日㈮までの期間、図書館
カウンター、電話で受付します。

■「図書館�命の法話」
　浄土真宗本願寺派の僧侶であり、シンガーソングライター
でもある“やなせ�なな�さん”による法話です。
▷と　き　11月19日㈰　午後2時～3時30分ごろ
▷ところ　市立図書館　2階学習室
▷�内　容　「支え合い、輝くいのち」
▷�講　師　やなせ�なな�さん（教恩寺住職）
▷定　員　70名　※定員になり次第、締め切ります。
▷�費　用　無料
▷�申込方法　10月7日㈯～11月18日㈯までの期間、図書館
カウンター、電話で受付します。
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一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　		

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　		

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　		

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　		

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　		

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市 市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

相談名 曜日 時間 場所 問合せ

消費生活相談（予約優先） 月～金曜日 午前１０時～正午
午後１時～４時

大和高田市
消費生活センター 消費生活センター☎２２－１１０１

人権相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～４時 総合福祉会館 人権施策課☎２２－１１０１
行政相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～４時 総合福祉会館 企画広報課☎２２－１１０１
中小企業金融相談
中小企業経営相談 随時（内容に応じて、産業振興課で相談窓口をご案内します） 産業振興課☎２２－１１０１

母子父子相談 月･水･金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 児童福祉課☎２２－１１０１

心配ごと相談 第２･４金曜日 午後１時～４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

法律相談（要予約）
第２･３火曜日 午後１時～４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６
第１･３･４･５木曜日
相談日の２週間前から前日までに予約 午後１時～４時 総合福祉会館 奈良弁護士会☎０７４２－２２－２０３５

司法書士の法律相談（要予約） 月曜日 午後１時～４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６

生活相談 第２･３･４･５水曜日
事前に問い合わせてください。午後１時～４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

健康相談 ･栄養相談（要予約） 毎月１回、所定の日 午前９時～１０時 保健センター☎２３－６６６１
子育てホットライン
健康ホットライン 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～４時３０分 保健センター☎２３－６６６１

教育ガイダンス 月～金曜日 午前１０時～午後５時 青少年センター☎２３－１３２２

家庭児童相談室 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 家庭児童相談室☎２３－１１９５

女性相談（要予約）
○第１火曜日･
　第３金曜日
○第２土曜日

○午前９時１５分～
　午後０時５分
○午後１時～３時５０分

人権施策課☎２２－１１０１

住まいづくり相談
第３水曜日 午後１時～４時１０分

営繕住宅課☎２２－１１０１
第１水曜～第２水曜の間に予約　定員４名

税理士による税務相談 ２月･３月を除く、第３金曜日 午後１時～４時 総合福祉会館 近畿税理士会葛城支部☎２２－５２８８
就業相談 月～土曜日 午前９時～午後５時 県産業会館３Ｆ 高田しごとｉセンター☎２４－２０１０
借金おなやみダイヤル 火･金曜日 午後１時～４時 奈良弁護士会☎０７４２－２０－７８３０
相続 ･遺言お悩みダイヤル 月～金曜日 午前９時３０分～午後５時 奈良弁護士会☎０７４２－２２－４６１１
ひまわりあんしん
（高齢者 ･障がいのある人のための法律相談）

火･木曜日 午後１時３０分～４時
奈良弁護士会☎０１２０－８７４－７３７

電話相談は無料。来所･出張相談は有料
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